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                            企画者：佐藤 憲明 

日本医科大学付属病院 

 北関東救急看護研究会 前副会長 

 

 

開催日：令和 3年 6月 19日（土） 

時 間：18時（19時 30分終了予定） 

方 法：オンライン 

 

 

口腔ケアの方法は今 

趣旨 

 口腔ケアは、看護師にとって重要なケアの一つに位置づけられていますが、看護基礎教育

課程では、教育の統一が図られていないのも現状です。このため、看護師として就職をした

新人看護師は、自分以外の他者に口腔ケアを実施したことがない者がほとんどです。 

 一方で、臨床現場では、肺炎予防や手術侵襲の予防を目的として、最新の口腔ケアに対す

る指針が議論し続けられているのが現状です。実際、口腔ケアの方法は、しっかりとした消

毒薬を用いて口腔内の細菌を除去していく方針から、口腔ケアでは、流し水さえ使用しない

方がよいとの方針など変化をし続けています。さらに昨今では、新型コロナウィルスの感染

拡大によって、医療従事者自身の感染被爆の視点から、口腔ケアの方法が施設によっても変

化しているように思います。これまで、口腔ケアに関する先行研究は、多くの報告がありま

すが、一つのケア方法に絞りきるべきとの見解は出されていません。感染拡大が続く今、臨

床現場に求められている口腔ケア方法とその教育指針について皆様とともに討議し、今後

の布石とする目的で皆様との交流の場を本研究会で企画することにいたしました。 
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プログラム 

 

司 会 路川 恵利加 総合病院土浦協同病院 

 

１．会長挨拶（18：00～18：05） 

 

座 長  中村 真依子 日本赤十字社 武蔵野赤十字病院 

山本 伊都子 東京慈恵会医科大学医学部看護学科 

 

 18：10～18：20  看護学基礎教育における口腔ケア教育の現状と今後の期待 

段ノ上 秀雄 和洋女子大学看護学部看護学科   

 

18：20～18：30  口腔ケア方法の変遷と今後の期待  

気管挿管患者の口腔ケアガイドより 

   佐藤 憲明 日本医科大学付属病院   

 

18：30～18：40  重症患者に対する口腔ケア  

ー当院における救命センターでの取り組みー     

谷島 雅子 自治医科大学附属病院  

 

 18：40～18：50  院内や救命病棟での教育・ケアの実際         

中田 哲也 獨協医科大学病院  

 

18：50～19：00  コロナ禍における口腔ケアの実際               

田戸 朝美 山口大学大学院  

 

３．質疑応答（19：00～19：20） 

 

４．特別コメンテーターより（19：20～19：25）           

中村 美鈴 北関東救急看護研究会会長  

東京慈恵会医科大学医学部看護学科 

 

４．副会長挨拶（19：25～19：30） 

 


